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環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
は
、
そ
の
前
身
た
る
環
太
平
洋
戰
略
的
經
濟
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
と
し
て
既
に
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
、
チ
リ
及
び

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
四
ヵ
國
に
よ
り
締
結
、
發
效
せ
る
も
の
の
擴
大
版
な
り
。
擴
大
交
渉
は
平

成
二
十
二
年
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ペ
ル
ー
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
の
參
加
に

よ
り
始
ま
り
、
途
中
カ
ナ
ダ
及
び
メ
キ
シ
コ
の
參
加
（
昨
年
）
を
含
め
、
今
囘
第
十
九
囘
の
交
渉

會
合
は
明
日
よ
り
ブ
ル
ネ
イ
の
首
都
バ
ン
ダ
ル
ス
リ
ブ
ガ
ワ
ン
に
て
各
國
閣
僚
級
の
參
加
を
得

て
開
催
の
運
び
と
な
り
、
我
が
國
も
十
二
番
目
の
參
加
國
と
し
て
初
め
て
正
式
の
交
渉
の
席
に
就

く
こ
と
と
な
れ
り
。
但
し
後
れ
て
の
參
加
、
諸
種
の
不
利
豫
見
せ
ら
る
ゝ
中
、
今
後
の
展
開
豫
斷

を
許
さ
ず
と
云
々
。 

上
記
の
經
緯
を
見
て
興
味
深
き
は
米
國
の
動
き
な
り
。
原
加
盟
四
ヵ
國
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の

第
一
號
追
加
加
盟
國
と
な
る
こ
と
を
表
明
せ
る
は
、
發
效
二
年
後
の
平
成
二
十
年
、
大
統
領
選
擧

戰
の
最
中
、
し
か
も
彼
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
僅
か
一
週
間
後
な
り
き
。
國
内
の
政
治
經
濟

の
動
き
に
拘
ら
ず
、
肅
々
と
國
益
を
追
求
す
る
官
僚
、
こ
の
場
合
通
商
代
表
部
に
存
分
の
力
を
發

揮
せ
し
む
る
國
家
機
構
、
吾
人
は
こ
こ
に
米
國
の
強
か
さ
を
見
る
。 

一
方
我
が
國
は
擴
大
交
渉
開
始
の
平
成
二
十
二
年
、
菅
首
相
が
「
平
成
の
開
國
」
と
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

參
加
を
標
榜
す
る
も
、
翌
年
三
月
東
日
本
大
震
災
發
生
す
る
や
、
弘
報
活
動
と
し
て
實
施
せ
る
「
開

國
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
中
止
と
な
り
、
一
時
停
滯
す
。
後
任
の
野
田
首
相
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
參
加
に
向
け
、

政
府
部
内
に
一
元
的
體
制
を
發
足
せ
し
む
る
な
ど
積
極
姿
勢
を
示
す
も
、
國
益
を
損
ず
る
可
能
性

あ
り
と
す
る
論
も
亦
勢
ひ
を
増
す
に
至
る
。
最
終
的
に
安
倍
首
相
オ
バ
マ
米
國
大
統
領
に
「
聖
域

な
き
關
税
撤
廢
を
前
提
と
せ
ず
」
を
確
認
、
本
年
三
月
十
五
日
正
式
參
加
表
明
と
な
る
。
こ
の
間

約
二
年
半
、
こ
の
間
に
擴
大
交
渉
は
第
四
囘
よ
り
第
十
六
囘
ま
で
計
十
三
囘
行
は
る
。 

同
じ
民
主
主
義
政
府
に
し
て
、
日
米
に
か
か
る
大
差
を
生
ず
。
米
は
結
果
に
責
任
を
負
ひ
て
、

交
渉
に
參
加
す
。
對
し
て
、
日
本
は
交
渉
に
入
る
か
否
か
を
民
意
に
問
ふ
。
結
果
は
上
記
の
如
く

二
年
半
の
空
費
、
十
三
囘
の
會
合
不
參
加
に
て
爾
後
交
渉
の
不
利
蔽
ふ
べ
か
ら
ず
。
日
ご
ろ
政
府

批
判
を
專
ら
に
す
る
メ
デ
ィ
ア
各
社
こ
の
空
費
を
責
む
る
な
く
、
交
渉
團
の
健
鬪
の
み
を
期
待
す

る
は
、
先
の
大
戰
に
て
、
制
海
權
、
制
空
權
を
奪
は
れ
、
武
器
彈
藥
、
食
糧
の
補
給
も
ま
ま
な
ら

ぬ
中
に
て
、
善
戰
を
期
待
せ
る
と
變
ら
ざ
る
べ
し
。 

今
や
各
國
が
貿
易
に
よ
り
て
自
國
の
經
濟
を
活
性
化
せ
む
す
る
以
上
、
自
由
貿
易
、
關
税
障
壁

の
除
去
は
最
早
必
須
の
要
件
た
る
こ
と
疑
ひ
を
容
る
ゝ
餘
地
な
け
れ
ば
、
就
令
今
囘
Ｔ
Ｐ
Ｐ
參
加

を
見
送
り
た
り
と
て
、
現
状
超
過
大
の
米
の
輸
入
關
税
等
を
永
く
保
持
し
續
く
る
こ
と
最
早
不
可

能
と
知
り
て
そ
の
對
策
を
考
ふ
る
に
如
か
ず
。
こ
の
覺
悟
政
府
國
民
の
共
有
す
る
所
に
非
ざ
り
し

が
徒
ら
に
結
論
を
先
送
り
し
、
我
が
體
勢
を
不
利
に
陷
れ
た
る
べ
し
。
同
樣
の
こ
と
、
國
内
他
の

分
野
に
も
數
多
あ
り
。
問
題
を
後
代
に
先
送
り
す
べ
か
ら
ず
。 


